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第2章　高次脳機能障害の基礎知識

　高次脳機能障害とは、病気や交通事故など、様々な原因によって脳に損傷をきたしたために

生ずる、言語能力や記憶能力、思考能力、空間認知能力などの認知機能や精神機能の障害を指

します。

　日常生活場面では、例えば、今朝の朝食の内容が思い出せなくなった（記憶障害）、仕事に

集中できなくなった（注意障害）、計画が立てられなくなった（遂行機能障害）、言葉が上手に

話せなくなった（失語症）、人の話が理解できなくなった（失語症）、歯ブラシの使い方がわか

らなくなった（失行症）、道に迷うようになった（地誌的障害）、左側にあるおかずが目にとま

らず残してしまうようになった（左半側空間無視）など、様々な症状が見られます。

　高次脳機能障害を呈する疾患の 60 〜 70％を脳卒中（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）が占

めます。次いで脳外傷、低酸素脳症、脳腫瘍、脳炎・脳症などの感染症があります。

（1）脳梗塞

　脳に酸素と栄養（ブドウ糖）を供給している血液の通り道である脳血管が閉塞してしまう病

気です。閉塞血管が太い場合、細い場合、どこの閉塞血管なのかによって、症状は異なります。

閉塞する原因の違いから脳血栓と脳塞栓があります。

（2）脳出血

　細い脳血管が破れて脳内に出血する病気です。出血の部位と量（血腫の大きさ）によって、

表れる高次脳機能障害は様々です。小出血であれば、仮に高次脳機能障害が見られたとしても、

その程度は軽く、改善していく速度も速いでしょう。一方、生命を脅かすほどに大きな血腫で
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あれば、高次脳機能障害も重くなり、日常生活への影響は大きくなります。

（3）くも膜下出血

　脳血管にできた脳動脈瘤の破裂により、突然、“ 経験したことのない激しい頭痛 ” となって

発症します。動脈瘤は、大概、大脳の底面にあるので、出血も大脳の底面で起こりやすくなり

ます。そのために、記憶障害や性格の変化などの社会的行動障害を呈することが多くなります。

（4）脳外傷（外傷性脳損傷、頭部外傷）

　主な原因は、若年者では交通事故、50 歳以降では転倒・転落事故が多く見られます。頭が

強く地面や車に打ちつけられると、前頭葉や側頭葉が損傷されやすいという特徴があります。

そのために、記憶障害や性格の変化などの社会的行動障害が表れやすくなります。脳外傷には、

脳損傷のタイプや出血の部位の相違から、脳挫傷、急性硬膜下血腫、急性硬膜外血腫、外傷性

脳出血、外傷性くも膜下出血などの病名がつけられます。

（5）低酸素脳症

　低酸素脳症は、溺水、窒息、喘息の発作、心筋梗塞、一酸化炭素中毒などによって、脳に一

時的に酸素や血液が供給されない、あるいはその量が少なかったことが原因で発症します。発

症時に、脳に血液が流れていなかった時間や部位によって、高次脳機能障害の内容、また回復

の速度は異なります。記憶障害や知能低下などが表れやすくなります。

（6）脳腫瘍

　様々な腫瘍があります。いずれも発生部位および大きさ、良性か否かによって高次脳機能障

害は異なります。また、まれに脳腫瘍に対する外科的治療、放射線療法、ホルモン療法なども

高次脳機能障害を引き起こすことがあります。

（7）脳炎・脳症

　脳炎や脳膿瘍、エイズ脳症など、細菌やウイルスの脳への侵入により、運動麻痺のみならず

高次脳機能障害が発生することがあります。損傷が大脳全体に及ぶ例もあれば、局所にとどま

る例もあります。

（8）その他

　その他に、頻度は少ないのですが、正常圧水頭症、アルコール依存や薬物中毒、ビタミン欠

乏症などの栄養障害、ホルモン異常など様々な疾患により高次脳機能障害が生じることがあり

ます。なお、「認知症」と診断を受けた方も、ここで紹介される様々な症状が表れることがあ

りますが、疾患の特性から対応方法が異なる点があり、本書では除外しています。




